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日　高　市　議　会　だ　よ　り

市民の力、そして未来へ
第29回日高市民まつりひだかひだか



NO.106 （2）日 高 市 議 会 だ よ り

令和元年第５回定例会審議結果
○・・賛成　　×・・反対

議
案
番
号

議員名

議案等の名称

審
議
結
果

新政会
改革
フォーラム

絆の会 公明党 志正会 清風会 萩の会
日
本
共
産
党賛　
　

成

反　
　

対

吉
本　

新
司

金
子　
　

博

加
藤　

大
輔

齋
藤　

忠
芳

稲
浦　
　

巖

大
澤　

博
行

和
田　

貴
弘

鈴
木　

健
夫

三
木　

伸
也

森
崎　

成
喜

橋
本　

利
弘

大
川
戸
岩
夫

山
田　

一
繁

田
中
ま
ど
か

松
尾
万
葉
香

佐
藤　
　

真

第38号
平成30年度日高市一般会計歳入歳出決
算の認定について

認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ 15 0

第39号
平成30年度日高市国民健康保険特別会
計歳入歳出決算の認定について

認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ × 14 1

第40号
平成30年度日高市後期高齢者医療特別
会計歳入歳出決算の認定について

認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ × 14 1

第41号
平成30年度日高市介護保険特別会計歳
入歳出決算の認定について　

認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ × 14 1

第42号
平成30年度日高市武蔵高萩駅北土地区画整
理事業特別会計歳入歳出決算の認定について

認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ 15 0

第43号
平成30年度日高市水道事業会計決算の
認定について　

認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ 15 0

第44号
平成30年度日高市下水道事業会計決算
の認定について　

認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ 15 0

第45号
令和元年度日高市一般会計補正予算（第
４号）　

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 × ○ ○ 14 1

第46号
令和元年度日高市後期高齢者医療特別
会計補正予算（第１号）

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ 15 0

第47号
令和元年度日高市介護保険特別会計補
正予算（第１号）

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ 15 0

第48号
令和元年度日高市武蔵高萩駅北土地区
画整理事業特別会計補正予算（第１号）

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ 15 0

第49号
令和元年度日高市水道事業会計補正予
算（第１号）

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ 15 0

第50号
令和元年度日高市下水道事業会計補正
予算（第１号）

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ 15 0

第51号
日高市一般職の任期付職員の採用等に
関する条例　

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ 15 0

第52号
日高市会計年度任用職員の報酬等に関
する条例　

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ 15 0

第53号 日高市森林環境譲与税基金条例　 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ 15 0

第54号 日高市印鑑条例の一部を改正する条例 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ 15 0

第55号
日高市職員の給与に関する条例及び職員等
の旅費に関する条例の一部を改正する条例

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ 15 0

第56号 日高市手数料条例の一部を改正する条例 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ × 14 1

第57号
日高市子ども・子育て支援に係る事業及び施設に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ 15 0

第58号 日高市消防団条例の一部を改正する条例 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ 15 0

第59号
日高市児童ふれあいセンター条例を廃
止する条例

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ 15 0

第60号 工事請負契約の締結について 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ 15 0

決議案
第３号

天皇陛下御即位につき賀詞奉呈に関す
る決議について

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ 15 0

決議案
第４号

稲浦巖議員に対する議員辞職勧告決議
について

可
決 ○ ○ ○ × 除

斥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ×

退
席
○ 11 2



NO.106（3） 日 高 市 議 会 だ よ り

提
出
議
案
と

審
議
結
果

（
議
案
第
45
号
）

　

�

令
和
元
年
度
日
高
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ

れ
ぞ
れ
４
億
８
千
940
万
３
千
円
を

追
加
し
、
補
正
後
の
総
額
を
、
そ

れ
ぞ
れ
188
億
９
千
215
万
３
千
円
と

し
、
ま
た
、
繰
越
明
許
費
を
設
定

し
、
さ
ら
に
、
地
方
債
の
補
正
と

し
て
、
河
川
・
水
路
整
備
事
業
の

追
加
及
び
既
定
の
地
方
債
の
限
度

額
の
変
更
を
し
た
い
と
い
う
も
の

で
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
地
方
譲
与

税
に
つ
い
て
森
林
環
境
譲
与
税
の

創
設
に
伴
い
追
加
、
地
方
特
例
交

付
金
に
つ
い
て
交
付
額
の
決
定
に

伴
い
減
額
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
臨
時
交
付
金
を
追
加
、
地
方
交

付
税
に
つ
い
て
普
通
交
付
税
の
交

付
額
決
定
に
伴
い
増
額
、
分
担
金

及
び
負
担
金
の
う
ち
、
幼
保
無
償

化
に
伴
い
「
保
育
所
入
所
児
童
保

護
者
負
担
金
」
を
減
額
、「
保
育

所
入
所
児
副
食
費
保
護
者
負
担

金
」
を
追
加
、
国
庫
負
担
金
の
う

ち
、
幼
保
無
償
化
に
伴
い
「
子
ど

も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
費

負
担
金
」
を
増
額
、「
子
育
て
の

た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
交
付

金
」
を
追
加
、
国
庫
補
助
金
の
う

ち
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
利
用
環
境

整
備
事
業
の
財
源
と
し
て
「
個
人

番
号
カ
ー
ド
利
用
環
境
整
備
費
補

助
金
」
を
、
地
域
福
祉
推
進
事
業

の
財
源
と
し
て
「
包
括
的
支
援
体

制
構
築
事
業
費
補
助
金
」
を
、
障

が
い
者
福
祉
シ
ス
テ
ム
管
理
事
務

の
財
源
と
し
て
「
障
害
者
総
合
支

援
事
業
費
補
助
金
」
を
そ
れ
ぞ
れ

追
加
、
幼
保
無
償
化
に
伴
い
「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
」
を

増
額
、
母
子
及
び
父
子
家
庭
自
立

支
援
事
業
の
財
源
と
し
て
「
母
子

家
庭
等
対
策
総
合
支
援
事
業
費
補

助
金
」
を
追
加
、
低
所
得
者
福
祉

援
護
事
業
の
財
源
と
し
て
「
生
活

保
護
適
正
実
施
推
進
事
業
費
補
助

金
」
を
増
額
、
幼
保
無
償
化
に
伴

い
「
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補

助
金
」
を
減
額
、
県
支
出
金
の
う

ち
、
幼
保
無
償
化
に
伴
い
「
子
ど

も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
費

負
担
金
」
を
増
額
、「
子
育
て
の

た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
負
担

金
」
並
び
に
「
幼
稚
園
副
食
費
実

費
徴
収
に
係
る
補
足
給
付
事
業
費

補
助
金
」
及
び
「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
費
補
助
金
」
を
そ
れ

ぞ
れ
追
加
、
繰
入
金
の
う
ち
、
平

成
30
年
度
決
算
に
基
づ
く
精
算
に

よ
り
、
後
期
高
齢
者
医
療
及
び
介

護
保
険
の
各
特
別
会
計
か
ら
の
繰

入
金
を
増
額
、
ま
た
、
今
回
の
補

正
予
算
額
の
歳
入
歳
出
差
引
き
の

調
整
を
行
う
た
め
、
財
政
調
整
基

金
か
ら
の
繰
入
金
を
減
額
、
繰
越

金
に
つ
い
て
平
成
30
年
度
決
算
に

よ
り
確
定
し
た
こ
と
か
ら
増
額
、

諸
収
入
の
う
ち
、
平
成
30
年
度
決

算
の
精
算
に
よ
り
、
埼
玉
西
部
消

防
組
合
及
び
広
域
飯
能
斎
場
組
合

か
ら
の
負
担
金
返
還
金
を
増
額
、

市
債
の
う
ち
、
河
川
・
水
路
整
備

事
業
の
財
源
と
し
て
「
緊
急
自
然

災
害
防
止
対
策
事
業
債
」を
追
加
、

臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
可
能
額

が
決
定
し
た
こ
と
に
よ
り
こ
れ
を

増
額
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
総
務
費
の

う
ち
、
総
務
管
理
費
で
は
、
予
算

編
成
執
行
管
理
事
務
で
、
地
方
自

治
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
に
よ
り
歳
出
予
算
に
係
る

節
の
区
分
中
７
節
賃
金
が
削
除
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
財
務
会
計
シ
ス

テ
ム
を
改
修
す
る
た
め
の
委
託
料

を
追
加
、
財
政
調
整
基
金
管
理
運

用
事
務
で
、
平
成
30
年
度
決
算
の

剰
余
金
の
一
部
を
財
政
調
整
基
金

に
積
み
立
て
る
た
め
増
額
、
公
共

施
設
整
備
基
金
管
理
運
用
事
務

で
、
公
共
施
設
整
備
基
金
積
立
を

増
額
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
利
用
環

境
整
備
事
業
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
活
用
し
た
自
治
体
ポ
イ

ン
ト
に
よ
る
消
費
活
性
化
対
策
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
関
連
す

る
環
境
整
備
を
行
う
た
め
の
費
用

を
追
加
、
民
生
費
国
・
県
支
出
金

等
返
還
事
務
及
び
衛
生
費
国
・
県

支
出
金
等
返
還
事
務
で
、
平
成
30

年
度
に
収
入
し
た
国
・
県
支
出
金

の
実
績
に
基
づ
く
精
算
に
よ
り
、

返
還
金
を
増
額
及
び
追
加
、
徴
税

費
で
は
、
税
務
事
務
で
、
法
人
市

民
税
及
び
固
定
資
産
税
等
に
大
口

の
還
付
が
見
込
ま
れ
た
こ
と
か

ら
、
市
税
還
付
金
及
び
還
付
加
算

金
を
増
額
、
固
定
資
産
税
等
賦
課

事
務
で
、
令
和
３
年
度
の
評
価
替

え
に
必
要
な
標
準
宅
地
に
係
る
鑑

定
を
行
う
た
め
、
固
定
資
産
評
価

委
託
料
を
増
額
、
戸
籍
住
民
基
本

台
帳
費
で
は
、
住
民
基
本
台
帳
事

務
で
、
住
民
票
の
写
し
等
に
旧
氏

（
旧
姓
）
の
記
載
が
可
能
に
な
る

こ
と
か
ら
、
印
鑑
登
録
シ
ス
テ
ム

を
改
修
す
る
た
め
の
委
託
料
を
追

加
、
民
生
費
の
う
ち
、
社
会
福
祉

費
で
は
、地
域
福
祉
推
進
事
業
で
、

第
３
次
日
高
市
地
域
福
祉
計
画
、

日
高
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
に
掲

げ
る
地
域
支
え
合
い
体
制
の
構
築

を
進
め
る
た
め
、
地
域
支
え
合
い

体
制
整
備
運
営
委
託
料
を
追
加
、

障
が
い
者
福
祉
シ
ス
テ
ム
管
理
事

務
で
、
幼
保
無
償
化
等
に
伴
い
、

障
が
い
者
福
祉
シ
ス
テ
ム
改
修
委

託
料
を
増
額
、児
童
福
祉
費
で
は
、

母
子
及
び
父
子
家
庭
自
立
支
援
事

業
で
、
未
婚
の
児
童
扶
養
手
当
受

給
者
に
対
す
る
臨
時
・
特
別
給
付

金
を
追
加
、
民
間
保
育
園
等
児
童

保
育
委
託
事
業
、
子
ど
も
の
た
め

の
教
育
・
保
育
給
付
事
業
及
び
子

育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付

事
業
で
、
幼
保
無
償
化
に
伴
う
費

用
を
増
額
、
追
加
、
ま
た
、
併
せ

て
公
立
保
育
所
保
育
運
営
事
業
の

財
源
を
更
正
、生
活
保
護
費
で
は
、

低
所
得
者
福
祉
援
護
事
業
で
、
生

活
保
護
の
制
度
改
正
に
伴
う
シ
ス

テ
ム
改
修
を
行
う
た
め
、
電
算
シ

ス
テ
ム
運
用
保
守
委
託
料
を
増

額
、
農
林
水
産
業
費
の
う
ち
、
林

業
費
で
は
、
林
業
振
興
事
業
で
、

今
年
度
か
ら
森
林
環
境
譲
与
税
が

交
付
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を

積
み
立
て
る
た
め
の
森
林
環
境
譲

与
税
基
金
積
立
金
を
追
加
、
商
工

費
の
う
ち
、
商
工
費
で
は
、
中
小

企
業
事
業
資
金
融
資
事
務
で
、
日

高
市
小
口
金
融
あ
っ
せ
ん
制
度
に

よ
り
融
資
を
受
け
た
事
業
者
が
返

済
を
繰
り
上
げ
て
完
了
し
た
こ
と

か
ら
、
制
度
に
基
づ
く
利
子
補
給

金
を
交
付
す
る
た
め
、
小
口
融
資

利
子
補
給
補
助
金
を
増
額
、
巾
着

田
維
持
管
理
事
業
で
、
平
成
30
年

度
に
収
入
し
た
巾
着
田
曼
珠
沙
華

公
園
入
場
料
等
の
剰
余
金
を
積
み

立
て
る
た
め
、
巾
着
田
施
設
整
備
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基
金
積
立
を
増
額
、
土
木
費
の
う

ち
、
河
川
費
で
は
、
河
川
・
水
路

整
備
事
業
で
、
国
の
緊
急
自
然
災

害
防
止
対
策
事
業
に
大
字
女
影
地

内
の
588
号
水
路
の
整
備
が
該
当
し

た
こ
と
か
ら
、
測
量
設
計
委
託
料

を
増
額
、
都
市
計
画
費
で
は
、
土

地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
繰
出

事
務
で
、
武
蔵
高
萩
駅
北
土
地
区

画
整
理
事
業
特
別
会
計
の
平
成
30

年
度
決
算
に
基
づ
く
精
算
等
に
よ

り
、
特
別
会
計
繰
出
金
を
減
額
、

都
市
公
園
等
維
持
管
理
事
業
で
、

都
市
公
園
等
に
か
か
る
電
気
料
の

概
算
払
い
額
が
確
定
し
、
今
後
の

光
熱
水
費
に
不
足
が
見
込
ま
れ
る

た
め
、
光
熱
水
費
を
増
額
、
消
防

費
の
う
ち
、
消
防
費
で
は
、
消
防

団
施
設
等
維
持
管
理
事
業
で
、
消

防
庁
か
ら
消
防
団
車
両
の
無
償
貸

付
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
車
両
の
維
持
管
理
に

係
る
費
用
を
増
額
及
び
追
加
、
教

育
費
の
う
ち
、教
育
総
務
費
で
は
、

学
校
運
営
事
務
で
、
川
口
市
立
夜

間
中
学
に
入
学
し
た
市
民
が
い
る

こ
と
か
ら
、
川
口
市
に
対
し
運
営

に
係
る
費
用
の
一
部
を
負
担
す
る

た
め
の
負
担
金
を
追
加
、
幼
稚
園

費
で
は
、
私
立
幼
稚
園
就
園
支
援

事
業
で
、
幼
保
無
償
化
に
伴
い
、

就
園
奨
励
費
補
助
金
を
減
額
、
社

会
教
育
費
で
は
、
公
民
館
維
持
管

理
事
業
で
、
高
萩
公
民
館
の
老
朽

化
に
伴
い
、
新
た
な
公
民
館
の
整

備
を
検
討
し
て
い
く
た
め
、
新
高

萩
公
民
館
整
備
基
本
設
計
委
託
料

を
追
加
し
た
い
と
い
う
も
の
で

す
。

�

（
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
）

　

議
案
第
45
号　

反
対
討
論

　

本
補
正
予
算
案
で
は
、
個
人
番

号
カ
ー
ド
利
用
環
境
整
備
事
業
に

お
い
て
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
買
物
の
際
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
と
し
て
活
用
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
自
治

体
ポ
イ
ン
ト
に
換
え
て
商
店
街
で

の
買
物
等
に
使
え
る
よ
う
に
す
る

た
め
に
必
要
な
マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
設

定
の
支
援
ブ
ー
ス
を
市
役
所
１
階

に
設
け
て
支
援
員
を
置
く
経
費
」

な
ど
348
万
１
千
円
が
計
上
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
税
と
社
会

保
障
及
び
災
害
対
策
の
た
め
だ
け

に
使
う
と
し
て
導
入
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
本
来
の
目
的
か
ら
離
れ

す
ぎ
た
紛
失
の
リ
ス
ク
の
あ
る
使

い
方
、
支
援
員
が
必
要
な
ほ
ど
複

雑
な
手
続
き
な
ど
は
、真
に
国
民
、

市
民
の
た
め
の
施
策
と
は
思
え
な

い
。

　

よ
っ
て
こ
の
事
業
費
を
含
む
本

議
案
に
反
対
す
る
。

　

議
案
第
45
号　

賛
成
討
論

　

本
補
正
予
算
案
は
、
令
和
元
年

10
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
幼
児
教

育
・
保
育
の
無
償
化
へ
の
対
応
や

老
朽
化
し
た
高
萩
公
民
館
の
整
備

を
進
め
て
い
く
た
め
の
新
高
萩
公

民
館
整
備
基
本
設
計
委
託
料
を
計

上
す
る
ほ
か
、
当
初
予
算
成
立
後

の
事
由
に
対
応
す
る
た
め
の
歳
入

歳
出
予
算
の
追
加
、
増
額
及
び
減

額
な
ど
を
行
う
も
の
で
、
必
要
不

可
欠
な
補
正
で
あ
る
と
判
断
で
き

る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
議
案
に

賛
成
す
る
。

（
議
案
第
46
号
）

　

�

令
和
元
年
度
日
高
市
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ

れ
ぞ
れ
558
万
７
千
円
を
追
加
し
、

補
正
後
の
総
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
６

億
９
千
569
万
円
と
し
た
い
と
い
う

も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
47
号
）

　

�

令
和
元
年
度
日
高
市
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ

れ
ぞ
れ
２
億
749
万
４
千
円
を
追
加

し
、
補
正
後
の
総
額
を
、
そ
れ
ぞ

れ
44
億
５
千
189
万
１
千
円
と
し
た

い
と
い
う
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
48
号
）

　

�

令
和
元
年
度
日
高
市
武
蔵
高
萩

駅
北
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
予
算
に
つ
い
て
、
平
成
30

年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
の
増
額

及
び
繰
入
金
の
減
額
を
し
た
い
と

い
う
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
49
号
）

　

�

令
和
元
年
度
日
高
市
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

資
本
的
支
出
は
、
漏
水
箇
所
の

機
能
回
復
の
た
め
の
配
水
管
布
設

工
事
を
実
施
す
る
た
め
の
配
水
設

備
費
の
増
額
に
よ
り
、
総
額
を
９

億
５
千
554
万
円
と
し
た
い
と
い
う

も
の
で
す
。
資
本
的
収
入
額
が
資

本
的
支
出
額
に
対
し
不
足
す
る
額

は
、
３
億
２
千
677
万
円
と
し
、
そ

の
財
源
も
あ
わ
せ
て
補
正
し
た
い

と
い
う
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
50
号
）

　

�

令
和
元
年
度
日
高
市
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

資
本
的
収
入
は
、
管
渠
整
備
費

の
増
額
に
伴
う
建
設
改
良
費
等
企

業
債
の
増
額
に
よ
り
、
総
額
を
７

億
９
千
309
万
１
千
円
と
し
、
資
本

的
支
出
は
、
管
渠
整
備
費
の
補
償

費
及
び
雨
水
管
工
事
請
負
費
の
増

額
に
よ
り
、
総
額
を
12
億
４
千
554

万
９
千
円
と
し
た
い
と
い
う
も
の

で
す
。
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的

支
出
額
に
対
し
不
足
す
る
額
は
、

４
億
５
千
245
万
８
千
円
と
し
、
そ

の
財
源
も
あ
わ
せ
て
補
正
し
た
い

と
い
う
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
51
号
）

　

�

日
高
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員

の
採
用
等
に
関
す
る
条
例

　

一
定
の
期
間
に
専
門
的
な
知
識

経
験
が
必
要
と
さ
れ
る
業
務
や
業

務
量
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
業
務

等
に
任
期
付
職
員
を
採
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
、
職
員
の
任
期

を
定
め
た
採
用
及
び
任
期
を
定
め

て
採
用
さ
れ
た
職
員
の
給
与
の
特

例
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め

た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
52
号
）

　

�

日
高
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の

報
酬
等
に
関
す
る
条
例

　

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治

法
の
改
正
に
よ
り
会
計
年
度
任
用

職
員
制
度
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報

酬
等
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定

め
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

討　

論
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（
議
案
第
53
号
）

　
�

日
高
市
森
林
環
境
譲
与
税
基
金

条
例

　

市
が
実
施
す
る
森
林
の
整
備
及

び
そ
の
促
進
に
関
す
る
施
策
に
要

す
る
経
費
の
財
源
に
充
て
る
た

め
、
日
高
市
森
林
環
境
譲
与
税
基

金
を
設
置
し
た
い
と
い
う
も
の
で

す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
54
号
）

　

�

日
高
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
等
が

改
正
さ
れ
、
住
民
票
及
び
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
に
旧
氏（
旧
姓
）

を
記
載
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
合
わ
せ
、
旧

氏
（
旧
姓
）
を
使
用
し
た
印
鑑
登

録
及
び
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付

を
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も

に
、
所
要
の
改
正
を
し
た
い
と
い

う
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
55
号
）

　

�

日
高
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
及
び
職
員
等
の
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制

限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図

る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
の
公
布
に
伴
い
、
所
要

の
改
正
を
し
た
い
と
い
う
も
の
で

す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
56
号
）

　

�

日
高
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

建
築
基
準
法
の
改
正
に
伴
い
新

た
に
手
数
料
を
追
加
す
る
と
と
も

に
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の

税
率
変
更
に
伴
い
事
務
手
数
料
を

一
部
改
定
す
る
ほ
か
、
所
要
の
改

正
を
し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

�
（
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
）

　

議
案
第
56
号　

反
対
討
論

　

本
条
例
案
は
、
建
築
基
準
法
の

改
正
に
伴
い
新
た
に
手
数
料
を
追

加
す
る
と
と
も
に
、
消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
の
税
率
変
更
に
伴
い

事
務
手
数
料
を
一
部
改
定
す
る
も

の
だ
が
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
の
税
率
の
10
％
へ
の
引
き
上
げ

に
伴
い
、
各
申
請
手
数
料
が
引
き

上
げ
ら
れ
る
内
容
で
あ
り
、
市
民

の
負
担
を
増
や
す
も
の
と
な
っ
て

い
る
。

　

９
月
16
日
付
の
毎
日
新
聞
で

は
、消
費
税
増
税
に
反
対
が
50
％
、

景
気
に
影
響
が
出
る
と
思
う
が

63
％
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
懸
念
が
広
が
る
中
で
、
事
務

手
数
料
を
引
き
上
げ
る
本
議
案
に

反
対
す
る
。

　

議
案
第
56
号　

賛
成
討
論

　

本
条
例
案
は
、
法
律
の
改
正
に

伴
う
も
の
で
あ
り
、
適
正
に
対
応

す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
議
案
に

賛
成
す
る
。

（
議
案
第
57
号
）

　

�

日
高
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

に
係
る
事
業
及
び
施
設
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
の
改
正
に
伴
い
、
所
要

の
改
正
を
し
た
い
と
い
う
も
の
で

す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
58
号
）

　

�
日
高
市
消
防
団
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

消
防
団
員
の
欠
格
条
項
を
変
更

し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
59
号
）

　

�

日
高
市
児
童
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　

施
設
の
老
朽
化
及
び
利
用
者
数

の
減
少
を
踏
ま
え
、
令
和
元
年
12

月
末
日
を
も
っ
て
、
日
高
市
児
童

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
し
た

い
と
い
う
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
60
号
）

　

�

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て

　

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
工

事
に
つ
い
て
、
請
負
契
約
を
締
結

し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
決
議
案
第
３
号
）

　

�

天
皇
陛
下
御
即
位
に
つ
き
賀
詞

奉
呈
に
関
す
る
決
議
に
つ
い
て

　

天
皇
陛
下
御
即
位
に
つ
き
、
即

位
礼
正
殿
の
儀
に
あ
た
り
、
賀
詞

を
奉
呈
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
決
議
案
第
４
号
）

　

�

稲
浦
巖
議
員
に
対
す
る
議
員
辞

職
勧
告
決
議
に
つ
い
て

　

稲
浦
巖
議
員
の
複
数
回
に
お
よ

ぶ
市
職
員
に
対
す
る
辛
辣
か
つ
威

圧
的
な
言
動
は
、
日
高
市
議
会
議

員
政
治
倫
理
規
程
第
３
条
第
１
号

に
掲
げ
る
政
治
倫
理
基
準
に
違
反

す
る
行
為
で
あ
り
、
議
員
と
し
て

の
資
質
に
欠
け
る
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
稲
浦
巖
議
員
に
対
し
て

議
員
辞
職
を
勧
告
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。

�
（
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
）

　

決
議
案
第
４
号　

反
対
討
論

　

稲
浦
議
員
の
市
職
員
に
対
す
る

辛
辣
で
威
圧
的
な
言
動
に
よ
り
、

市
職
員
が
精
神
的
苦
痛
を
受
け
た

と
さ
れ
る
件
に
つ
い
て
政
治
倫
理

審
査
会
が
開
か
れ
、
そ
の
審
査
結

果
が
議
長
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
を

理
由
に
議
員
辞
職
勧
告
決
議
案
が

提
出
さ
れ
た
が
、
今
現
在
は
、
日

高
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
規
程
第

９
条
第
４
項
に
よ
る
稲
浦
議
員
か

ら
の
弁
明
書
の
提
出
期
限
内
で
あ

り
、
そ
の
提
出
を
待
た
ず
し
て
こ

の
よ
う
な
決
議
を
重
ね
て
す
る
こ

と
は
、
政
治
倫
理
審
査
会
の
存
在

を
軽
視
す
る
こ
と
に
な
る
。ま
た
、

選
挙
で
正
当
に
選
出
さ
れ
た
議
員

の
地
位
を
危
う
く
す
る
も
の
で
あ

り
、
弁
明
書
の
提
出
と
公
表
を

待
っ
て
か
ら
で
な
け
れ
ば
、
有
権

者
に
対
す
る
説
明
責
任
も
果
た
せ

な
い
と
考
え
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
決
議
案

に
反
対
す
る
。

　

決
議
案
第
４
号　

賛
成
討
論

　

政
治
倫
理
審
査
会
の
審
査
結
果

は
、
既
に
決
定
を
し
て
お
り
、
こ

れ
に
対
す
る
弁
明
書
は
、
政
治
倫

理
審
査
会
へ
戻
す
も
の
で
は
な

く
、
提
出
さ
れ
れ
ば
市
民
に
公
表

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

討　

論

討　

論
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提
出
さ
れ
た

陳

情

書

審
査
の
結
論
が
出
て
い
る
も
の
と

理
解
す
る
。
ま
た
、パ
ワ
ハ
ラ
は
、

絶
対
に
認
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ

る
。
市
職
員
が
不
安
や
恐
怖
を
感

じ
な
が
ら
議
員
へ
の
対
応
を
し
な

く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
行
為
を

行
う
議
員
は
、
議
員
と
し
て
の
資

格
が
無
い
と
い
う
こ
と
を
示
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
決
議
案

に
賛
成
す
る
。

　

決
議
案
第
４
号　

反
対
討
論

　

私
は
、
稲
浦
議
員
の
現
在
の
所

属
会
派
で
あ
る
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
代
表
を
し
て
い
る
。
問
題
と

な
っ
た
今
年
の
６
月
時
点
で
は
、

稲
浦
議
員
は
同
会
派
に
所
属
し
て

い
な
か
っ
た
が
、
今
後
、
同
様
の

問
題
が
生
じ
な
い
た
め
に
、
先
輩

議
員
と
し
て
指
導
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

一
方
、
本
決
議
案
の
賛
成
者
と

な
っ
た
議
員
は
、
６
月
時
点
で
稲

浦
議
員
と
議
員
控
室
を
同
じ
く
し

て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
問
題
と

な
っ
た
事
案
に
関
し
て
十
分
に
指

導
の
で
き
る
状
況
に
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
の
で
、
こ
の
手
続
き
に
は

納
得
で
き
な
い
。
ま
た
、
埼
玉
県

知
事
選
挙
の
投
票
所
に
投
票
目
的

で
な
く
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

本
日
、
本
人
に
確
認
し
た
が
、「
投

票
率
を
確
認
す
る
目
的
で
行
っ
た

も
の
で
あ
り
、
酒
を
飲
ん
で
も
い

な
い
。」
と
言
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
を
総
合
的
に
勘
案

す
る
と
、
議
員
辞
職
勧
告
決
議
は

適
当
で
は
な
い
と
考
え
る
。
よ
っ

て
、
本
決
議
案
に
反
対
す
る
。

　

決
議
案
第
４
号　

賛
成
討
論

　

こ
の
件
に
関
し
て
は
、
事
案
の

全
て
に
お
い
て
市
職
員
の
証
言
か

ら
、
精
神
的
な
苦
痛
を
感
じ
た
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
議
員
辞
職

勧
告
に
値
す
る
も
の
と
考
え
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
決
議
案

に
賛
成
す
る
。

　

第
５
回
定
例
会
に
、
次
の
陳
情

書
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
写

し
を
全
議
員
に
配
布
し
ま
し
た
。

（
陳
情
第
８
号
）

　

�

♦
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
辺
野

古
移
設
を
促
進
す
る
意
見
書
に

関
す
る
陳
情

平
成
30
年
度
の
決
算
が

�

認
定
さ
れ
ま
し
た

　

決
算
認
定
と
は
、
歳
入
歳
出
予

算
の
執
行
の
実
績
で
あ
る
決
算
に

つ
い
て
審
査
し
、
収
入
、
支
出
が

適
法
か
つ
正
当
に
行
わ
れ
た
か
を

確
認
す
る
も
の
で
す
。
９
月
議
会

会
期
中
に
、
決
算
特
別
委
員
会
の

設
置
か
ら
議
決
（
決
算
の
認
定
）

ま
で
を
行
い
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
鈴
木
　
健
夫

副
委
員
長
　
大
川
戸
岩
夫

委
　
　
員
　
和
田
　
貴
弘

委
　
　
員
　
金
子
　
　
博

委
　
　
員
　
加
藤
　
大
輔

委
　
　
員
　
佐
藤
　
　
真

委
　
　
員
　
田
中
ま
ど
か

（
議
案
第
38
号
）

　

�
平
成
30
年
度
日
高
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て

　

歳
入
総
額
が
181
億
９
千
171
万
４

千
946
円
、
歳
出
総
額
が
173
億
４
千

21
万
３
千
200
円
で
、
歳
入
歳
出
差

引
額
は
、
８
億
５
千
150
万
１
千
746

円
で
あ
る
。

�

（
全
員
賛
成
で
認
定
）

（
議
案
第
39
号
）

　

�

平
成
30
年
度
日
高
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

　

歳
入
総
額
が
61
億
７
千
974
万
５

千
466
円
、
歳
出
総
額
が
61
億
２
千

622
万
９
千
360
円
で
、
歳
入
歳
出
差

引
額
は
、
５
千
351
万
６
千
106
円
で

あ
る
。

�

（
賛
成
多
数
で
認
定
）

　

議
案
第
39
号　

反
対
討
論

　

平
成
29
年
度
厚
生
労
働
省
「
国

民
健
康
保
険
実
態
調
査
報
告
」
を

見
る
と
、
平
成
28
年
度
の
調
査
結

果
と
同
様
に
、
不
安
定
な
雇
用
形

態
の
非
正
規
労
働
者
や
、
厳
し
い

生
活
状
態
の
方
が
多
い
高
齢
者
が

主
な
被
保
険
者
と
な
っ
て
い
る
。

結
果
、
被
保
険
者
証
を
持
っ
て
い

て
も
、
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
い
と

病
院
に
行
け
な
い
と
い
う
切
実
な

声
も
聞
か
れ
る
。
ま
た
、
国
民
健

康
保
険
税
を
払
え
ず
被
保
険
者
証

の
代
わ
り
に
資
格
証
明
書
を
渡
さ

れ
る
方
が
、
平
成
30
年
度
で
19
世

帯
あ
る
。

　

日
高
市
で
も
軽
減
分
の
繰
入
金

を
国
民
健
康
保
険
税
の
収
入
済
額

比
で
7.6
％
確
保
す
る
な
ど
低
所
得

者
の
た
め
の
努
力
が
さ
れ
て
い
る

が
、
依
然
と
し
て
国
民
健
康
保
険

税
負
担
は
大
き
い
と
感
じ
る
方
が

多
い
。
被
保
険
者
の
負
担
の
軽
減

を
図
る
た
め
に
も
、
国
の
財
政
負

担
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
議
案
に

反
対
す
る
。

　

議
案
第
39
号　

賛
成
討
論

　

国
民
健
康
保
険
制
度
の
改
正
に

よ
り
、
県
が
財
政
運
営
の
責
任
を

担
う
よ
う
に
な
っ
た
が
、
将
来
に

わ
た
っ
て
国
民
皆
保
険
制
度
を
守

る
た
め
に
は
必
要
な
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。

　

本
決
算
で
は
、
制
度
改
正
に
適

切
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
、ま
た
、

埼
玉
県
の
標
準
的
な
保
険
税
算
定

方
式
に
改
正
し
た
こ
と
に
対
し
て

評
価
で
き
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
議
案
に

賛
成
す
る
。

（
議
案
第
40
号
）

　

�

平
成
30
年
度
日
高
市
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

　

歳
入
総
額
が
６
億
６
千
891
万
642

円
、
歳
出
総
額
が
６
億
６
千
301
万

８
千
726
円
で
、
歳
入
歳
出
差
引
額

は
、
589
万
１
千
916
円
で
あ
る
。

�

（
賛
成
多
数
で
認
定
）

討　

論
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インフルエンザを予防しましょう！
インフルエンザで大切なことは

①まずはかからない（しっかり予防）
②かかったらうつさない（安静）

イ ！

※　風疹も流行っています。特に妊婦の方は、ご注意ください。

　

議
案
第
40
号　

反
対
討
論

　

平
成
30
年
度
分
の
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
は
、
平
成
28
・
29
年

度
分
に
比
べ
て
均
等
割
額
が
370

円
、
所
得
割
率
が
０
．
48
％
引
き

下
げ
ら
れ
た
が
、
賦
課
限
度
額
は

５
万
円
引
き
上
げ
ら
れ
て
62
万
円

に
な
っ
た
。
制
度
の
円
滑
な
運
用

の
た
め
に
は
、
国
の
責
任
で
十
分

な
財
政
措
置
を
講
じ
て
保
険
料
上

昇
を
抑
制
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

　

本
決
算
は
、
埼
玉
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
の
条
例
を
反
映

し
た
も
の
だ
が
、
加
入
者
へ
の
大

き
な
負
担
と
制
度
へ
の
不
安
を
そ

の
ま
ま
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
議
案
に

反
対
す
る
。

　

議
案
第
40
号　

賛
成
討
論

　

本
決
算
で
は
、
徴
収
し
た
保
険

料
を
適
切
に
広
域
連
合
へ
納
付
し

て
お
り
、
保
険
料
の
収
納
率
は
、

高
い
水
準
を
維
持
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
安
定
し
た
財
政
運
営
に
寄

与
し
て
い
る
も
の
と
認
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
議
案
に

賛
成
す
る
。

（
議
案
第
41
号
）

　

�

平
成
30
年
度
日
高
市
介
護
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

　

歳
入
総
額
が
39
億
６
千
739
万
３

千
815
円
、
歳
出
総
額
が
37
億
６
千

215
万
４
千
832
円
で
、
歳
入
歳
出
差

引
額
は
、
２
億
523
万
８
千
983
円
で

あ
る
。

�

（
賛
成
多
数
で
認
定
）

　

議
案
第
41
号　

反
対
討
論

　

介
護
保
険
料
が
県
平
均
よ
り
も

安
価
に
抑
え
ら
れ
る
な
ど
、
市
の

高
齢
者
施
策
の
努
力
は
認
め
ら
れ

る
。
し
か
し
、
介
護
保
険
の
第
１

号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、
３
年

毎
の
見
直
し
の
た
び
に
引
き
上
げ

ら
れ
、
年
金
の
引
き
下
げ
が
続
く

被
保
険
者
に
大
き
な
負
担
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
平
成
29
年
度
に

比
べ
て
調
定
額
に
対
し
て
の
収
納

率
は
上
が
っ
て
い
る
が
、
滞
納
繰

越
の
収
納
率
は
0.7
％
下
が
り
、
不

納
欠
損
額
も
増
え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
を
改
善
す
る

た
め
に
は
、
国
が
財
政
措
置
を

伴
っ
た
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
が

必
要
だ
が
、
国
庫
支
出
金
額
は
平

成
29
年
度
比
で
３
千
86
万
８
千
円

増
え
た
も
の
の
、
本
来
国
が
25
％

負
担
す
べ
き
財
源
が
17 

．
１
％

に
と
ど
ま
る
よ
う
に
、現
状
で
は
、

そ
の
施
策
は
不
十
分
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
議
案
に

反
対
す
る
。

　

議
案
第
41
号　

賛
成
討
論

　

本
決
算
は
、
増
大
す
る
介
護
給

付
費
に
適
正
に
対
応
す
る
一
方
、

介
護
予
防
に
も
力
を
入
れ
て
い
る

と
評
価
で
き
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
議
案
に

賛
成
す
る
。

（
議
案
第
42
号
）

　

�

平
成
30
年
度
日
高
市
武
蔵
高
萩

駅
北
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

　

歳
入
総
額
が
７
億
801
万
６
千
650

円
、
歳
出
総
額
が
５
億
５
千
737
万

６
千
952
円
で
、
歳
入
歳
出
差
引
額

は
、
１
億
５
千
63
万
９
千
698
円
で

あ
る
。

�

（
全
員
賛
成
で
認
定
）

（
議
案
第
43
号
）

　

�

平
成
30
年
度
日
高
市
水
道
事
業

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

収
益
的
収
入
及
び
支
出
は
税
抜

き
で
、
収
入
11
億
６
千
647
万
６
千

897
円
、
支
出
10
億
７
千
174
万
１
千

674
円
で
、
収
支
差
引
９
千
473
万
５

千
223
円
の
純
利
益
で
あ
る
。

　

資
本
的
収
入
及
び
支
出
は
税
込

み
で
、
収
入
２
億
４
千
301
万
６
千

800
円
、
支
出
４
億
８
千
369
万
５
千

443
円
で
、
収
支
差
引
２
億
４
千
67

万
８
千
643
円
の
資
金
不
足
と
な

り
、
当
年
度
分
消
費
税
及
び
地
方

消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額
、
過

年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
、
減

債
積
立
金
並
び
に
建
設
改
良
積
立

金
を
も
っ
て
補
塡
し
た
。

�

（
全
員
賛
成
で
認
定
）

（
議
案
第
44
号
）

　

�

平
成
30
年
度
日
高
市
下
水
道
事

業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

収
益
的
収
入
及
び
支
出
は
税
抜

き
で
、収
入
10
億
４
千
927
万
979
円
、

支
出
10
億
１
千
276
万
８
千
576
円

で
、
収
支
差
引
３
千
650
万
２
千
403

円
の
純
利
益
で
あ
る
。

　

資
本
的
収
入
及
び
支
出
は
税
込

み
で
、収
入
６
億
５
千
457
万
74
円
、

支
出
10
億
７
千
702
万
709
円
で
、
収

支
差
引
４
億
２
千
245
万
635
円
の
資

金
不
足
と
な
り
、
当
年
度
分
消
費

税
及
び
地
方
消
費
税
資
本
的
収
支

調
整
額
、
過
年
度
分
損
益
勘
定
留

保
資
金
、
減
債
積
立
金
を
も
っ
て

補
塡
し
た
。

�

（
全
員
賛
成
で
認
定
）

討　

論

討　

論
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天皇陛下御即位につき賀詞奉呈に関する決議

　天皇陛下におかれては　５月１日に御即位されましたことは　誠に慶賀にたえないところであります
　ここに日高市議会は　即位礼正殿の儀にあたり　市民とともに謹んでお祝い申し上げます

　この賀詞は、議長名において差し上げることといたします。
　以上、決議する。

　令和元年９月 26 日
� 日高市議会　　　　

稲浦巖議員に対する議員辞職勧告決議

　日高市議会議員政治倫理規程第３条の政治倫理基準には、第１号に「市民の代表として、法令を遵守し、
議会及び議員の品位及び名誉を損なうような行為を厳に慎み、その職務に関し不正の疑惑を持たれるおそれ
のある行為をしないこと。」と掲げている。
　議員の間では、改革フォーラム所属の稲浦巖議員に対して、この政治倫理基準に違反する行為があるので
はないかという強い疑いがあったことから、令和元年８月 26 日付で「市長が保有する政治倫理基準に違反
する疑いがある議員の行為に係る記録の写し」の提出について、議員４名から議長を経て市長に求めたとこ
ろ、９月３日付で市長からその記録の写しの提出があった。
　記録に記されていた事案の概要は、次のとおりである。
１�　自身の一般質問のための事前確認時における担当課長に対する暴言
　�　令和元年６月５日、担当課長の回答に納得が得られなかったため、当該課長に対し、課長職資格を否定
するような侮辱的な発言をした。
２　他の議員の一般質問における担当部長及び市長の答弁内容に対する暴言
　�　令和元年６月初旬、３月議会での他の議員の一般質問に対する担当部長の答弁及び市長の答弁について、
その内容を侮辱する発言をした。
３　市議会臨時会の開催に対する議案所管部長への議会を侮辱する発言
　�　令和元年８月９日、市議会臨時会の開催を知って提出議案所管部長のところに訪問し、議会のやり方を
侮辱する発言をした。
４　埼玉県知事選挙の投票所における投票事務従事者への議決条例を否定する発言
　�　令和元年８月 25 日、投票目的でなく酒を飲んで投票所にあらわれ、20 分間程度、投票事務従事職員で
ある条例所管担当職員に議決条例を否定する発言をした。
　日高市議会議員政治倫理規程に基づく適正な手順を経て市長から提出された記録がこのような辛辣な内容
であることから、同日、この議員４名での連署をもって議長に対し、政治倫理基準に違反する行為の存否に
ついての審査を請求し、日高市議会議員政治倫理審査会において、４回に渡る慎重な審査が行われた。
　審査の結果について、「正副委員長による市職員への聞き取りにより稲浦巖議員の言動で精神的な苦痛と
恐怖を感じたことが明らかになったことから、議会及び議員全体の品位及び名誉を損なうような行為があっ
たと判断し、政治倫理基準に違反するとの結論を得た。」との報告書が令和元年９月 17 日付で議長に提出さ
れた。
　よって、日高市議会は、稲浦巖議員に対し、議員としての資質に欠けると判断し、その職を辞することを
勧告する。

　以上、決議する。

　令和元年９月 26 日

� 日高市議会　　　　

決議しました

決議しました
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第
４
回
臨
時
会
に
つ
い
て

提
出
さ
れ
た

陳

情

書

　

�

お
ら
が
む
ら
の
相
撲
大
会
に
つ

い
て

　

こ
の
大
会
は
、
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
に
、
市
と
相
撲
と
の

関
わ
り
を
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
相
撲
を
通
じ
て
、
健
や
か
に

成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
、

日
高
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議

会
の
主
催
に
よ
り
、
平
成
６
年
度

か
ら
開
催
し
、
今
回
で
25
回
目
を

迎
え
ま
し
た
。

　

８
月
31
日
の
土
曜
日
に
、
市
内

の
小
学
生
約
90
人
が
、
天
保
２
年

に
築
か
れ
た
歴
史
と
伝
統
の
あ
る

野
々
宮
神
社
奉
納
相
撲
場
を
舞
台

に
、
熱
い
取
り
組
み
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

　

�

日
高
ラ
イ
ブ
リ
ー
カ
レ
ッ
ジ
に

つ
い
て

　

大
学
公
開
講
座
日
高
ラ
イ
ブ

リ
ー
カ
レ
ッ
ジ
は
、
平
成
２
年
度

に
開
講
し
、
今
年
度
で
30
回
目
の

節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
記
念
し
て
、
９
月
28
日

の
土
曜
日
に
、
日
高
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
「
高
麗
の
郷
」
に
て
、

記
念
式
典
及
び
特
別
講
演
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

特
別
講
演
で
は
、
環
境
問
題
の

ほ
か
、
教
育
論
等
、
多
岐
に
わ
た

り
講
演
を
行
う
な
ど
、
幅
広
く
活

躍
さ
れ
て
お
ら
れ
る
秋
草
学
園
短

期
大
学
学
長
の
北
野
大
氏
を
お
招

き
し
て
、「
北
野
家
の
訓
え
（
お

し
え
）
と
安
全
」
と
題
し
て
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

�

巾
着
田
曼
珠
沙
華
ま
つ
り
に
つ

い
て

　

毎
年
、
多
く
の
皆
様
に
お
越
し

い
た
だ
い
て
い
ま
す
巾
着
田
曼
珠

沙
華
ま
つ
り
を
、
今
年
は
、
９
月

14
日
か
ら
10
月
６
日
ま
で
の
23
日

間
開
催
し
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
物
産
販
売
店
、
飲

食
店
が
出
店
し
、
特
産
品
や
地
元

グ
ル
メ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
ほ
か
、
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
９
月
１
日
か
ら
、
情

報
発
信
ツ
ー
ル
の
一
つ
で
あ
る

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
、

「
500
万
本
の
曼
珠
沙
華
群
生
地
・

巾
着
田
」
を
は
じ
め
、「
遠
足
の

聖
地
ひ
だ
か
」
な
ら
で
は
の
豊
か

な
自
然
や
文
化
、
グ
ル
メ
な
ど
の

写
真
、
動
画
を
発
信
す
る
な
ど
、

新
た
な
ス
タ
イ
ル
で
日
高
市
を
紹

介
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
21
日
の
土
曜
日
に

は
、
４
回
目
と
な
る
「
ひ
だ
か
栗

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

�「
合
同
企
業　

就
職
・
パ
ー
ト

相
談
会
」
に
つ
い
て　

　

10
月
６
日
の
日
曜
日
に
、
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
日
高

市
商
工
会
と
の
共
催
に
よ
り
、「
合

同
企
業　

就
職
・
パ
ー
ト
相
談
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
内
企
業
の
雇

用
と
市
民
等
の
就
業
の
双
方
を
支

援
す
る
こ
と
で
、
市
内
へ
の
定
住

化
に
も
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
、
今
年
度
は
、
昨

年
度
よ
り
５
社
多
い
20
社
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

日
高
市
民
ま
つ
り
に
つ
い
て　

　

第
29
回
を
迎
え
ま
し
た
今
回
の

市
民
ま
つ
り
は
、「
笑
顔
と
元
気

を
未
来
（
あ
し
た
）
へ
つ
な
ぐ
日

高
の
ま
つ
り
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
11
月
９
日
、
10
日
に
、

文
化
体
育
館「
ひ
だ
か
ア
リ
ー
ナ
」

及
び
そ
の
周
辺
を
会
場
と
し
て
開

催
し
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
発
表
や
郷
土
芸
能
の

披
露
、特
産
物
の
販
売
等
を
行
い
、

多
く
の
市
民
の
皆
様
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
、
明
る
く
元
気
な
日
高

市
づ
く
り
に
つ
な
が
る「
ま
つ
り
」

と
な
っ
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

（
議
案
第
37
号
）

　

�

日
高
市
太
陽
光
発
電
設
備
の

適
正
な
設
置
等
に
関
す
る
条

例

　

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に

伴
う
災
害
の
発
生
を
防
止
す
る

と
と
も
に
、
良
好
な
環
境
及
び

景
観
の
保
全
に
寄
与
す
る
た

め
、
新
た
に
条
例
を
制
定
し
た

い
と
い
う
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

　

第
４
回
臨
時
会
に
、
次
の
陳

情
書
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
そ

提
出
議
案
と

審
議
結
果

　

令
和
元
年
第
４
回
臨
時
会

が
、
令
和
元
年
８
月
22
日
に
招

集
さ
れ
ま
し
た
。
会
期
は
１
日

間
で
、
議
案
１
件
を
議
決
し
ま

し
た
。

の
写
し
を
全
議
員
に
配
布
し
ま

し
た
。

（
陳
情
第
９
号
）

　

�

♦
日
高
市
太
陽
光
発
電
設
備

の
適
正
な
設
置
等
に
関
す
る

条
例
（
骨
子
案
）
に
関
す
る

陳
情
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一 般 質 問

※一般質問の様子もホームページで録画配信中ですのでご覧ください。

市政のここが聴きたい！

　一般質問とは、議員が市政全般にわたり市長をはじめ執行機関側に、事業の
執行状況や将来の方針などを質問し、説明を求めるものです。

９議員が登壇　　傍聴者延べ101名

一
般
質
問
の
要
旨

精
神
障
が
い
の
親
を
持
つ
子
ど
も
へ

の
支
援
に
つ
い
て

�

田
中
　
ま
ど
か

家族のこころの病気を子どもに伝える絵本

問　

精
神
障
が
い
に
対
す
る

知
識
が
な
い
子
ど
も
は
、
親

の
不
調
の
理
由
が
分
か
ら
ず

悩
ん
で
い
る
こ
と
が
多
い
。

精
神
障
が
い
の
親
を
持
つ
子

ど
も
の
人
数
と
事
例
を
把
握

し
て
い
る
か
。

答　

市
内
で
は
、
精
神
障
が

い
者
保
健
福
祉
手
帳
を
交
付

し
た
世
帯
の
約
１
割
に
あ
た

る
46
世
帯
が
18
歳
未
満
の
子

ど
も
と
同
居
し
て
い
る
状
況

だ
が
、
事
例
に
つ
い
て
は
把

握
で
き
て
い
な
い
。

問　

今
後
の
支
援
の
あ
り
方

と
関
係
者
へ
の
啓
発
は
。

答　

周
囲
の
大
人
が
子
ど
も

の
不
安
に
気
付
き
、
子
ど
も

が
安
心
し
た
生
活
を
送
れ
る

よ
う
支
援
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
親
へ
の
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
で
子
ど
も
の
負
担

を
軽
減
す
る
ほ
か
、
子
ど
も

に
身
近
な
保
育
士
や
教
員
へ

の
啓
発
を
進
め
、
早
期
に
関

係
機
関
に
つ
な
い
で
い
く
。

　

�

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支

援
に
つ
い
て

問　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
、

介
護
や
ケ
ア
が
必
要
な
家
族

の
世
話
や
家
事
を
担
う
18
歳

未
満
の
子
ど
も
の
こ
と
で
、

年
齢
に
見
合
わ
な
い
重
い
負

担
と
責
任
を
負
う
こ
と
か
ら

自
身
の
育
ち
や
学
校
生
活
に

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ
る
。

市
内
に
お
け
る
事
例
の
把
握

と
支
援
は
。

答　

事
例
は
把
握
し
て
い
な

い
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ

い
て
の
認
知
度
は
、
ま
だ
低

く
、
国
に
よ
る
実
態
調
査
や

対
策
も
こ
れ
か
ら
だ
が
、
今

後
、
介
護
関
係
者
や
教
員
な

ど
に
対
し
啓
発
を
行
い
、
発

見
と
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　

�

多
問
題
家
族
へ
の
支
援
に

つ
い
て

問　

家
族
が
抱
え
る
課
題
が

複
雑
か
つ
慢
性
化
し
、
解
決

が
容
易
で
は
な
い
多
問
題
家

族
へ
の
支
援
は
。

答　

現
在
の
法
体
系
は
縦
割

り
で
、
こ
れ
ま
で
は
対
象
者

ご
と
に
個
別
の
サ
ー
ビ
ス
に

つ
な
ぐ
こ
と
で
支
援
を
終

結
と
し
て
き
た
が
、
今
年

度
、
庁
内
の
保
健
福
祉
関
係

の
専
門
職
や
担
当
で
あ
る
主

査
・
主
任
級
の
職
員
が
連
携

し
て
対
応
す
る
た
め
の
「
複

合
課
題
調
整
チ
ー
ム
」
を
設

置
し
た
。
問
題
を
抱
え
て
い

る
人
や
世
帯
全
体
を
支
援
し

て
い
く
包
括
的
な
相
談
支
援

体
制
に
シ
フ
ト
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
多
問
題
家
族
が

地
域
と
つ
な
が
る
よ
う
地
域

支
え
合
い
体
制
と
し
て
「
地

域
福
祉
推
進
組
織
」
の
立
ち

上
げ
を
準
備
し
て
い
る
。
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旭
ケ
丘
松
の
台
の
土
地
区
画
整
理

事
業
に
つ
い
て

�

加
藤
　
大
輔

一
般
質
問
の
要
旨

災
害
時
用
液
体
ミ
ル
ク
の
備
蓄
に

つ
い
て

�

三
木
　
伸
也

まちの未来について語る家族

災害時も日常でも利便性の高い液体ミルク

問　

こ
の
事
業
は
、
日
高
市

で
初
め
て
と
な
る
民
間
に
よ

る
工
業
系
の
土
地
区
画
整
理

事
業
で
あ
り
、
対
象
区
域
の

土
地
所
有
者
の
方
々
で
構
成

さ
れ
る
「（
仮
称
）
日
高
市

旭
ケ
丘
松
の
台
土
地
区
画
整

理
組
合
設
立
準
備
会
」
が
結

成
さ
れ
、
計
画
が
進
め
ら
れ

て
い
る
が
、
組
合
施
行
に
よ

る
土
地
区
画
整
理
事
業
に
対

す
る
市
の
関
わ
り
方
と
誘
致

す
る
企
業
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

は
。

答　

組
合
設
立
準
備
会
か
ら

の
依
頼
を
受
け
、
整
備
さ
れ

る
道
路
、
公
園
、
調
整
池
な

ど
、
公
共
施
設
の
各
計
画
に

つ
い
て
技
術
的
な
支
援
及
び

指
導
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、

市
街
化
区
域
へ
の
編
入
に
向

け
た
埼
玉
県
と
の
協
議
、
調

整
に
つ
い
て
は
、
市
が
主
体

と
な
っ
て
実
施
し
て
い
る
。

　

誘
致
す
る
企
業
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
に
つ
い
て
は
、
組
合

施
行
の
土
地
区
画
整
理
事
業

で
あ
る
の
で
、
基
本
的
に
は

組
合
の
意
向
で
企
業
の
誘
致

を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。
市

が
都
市
計
画
決
定
す
る
用
途

地
域
や
地
区
計
画
に
、
そ
の

企
業
が
合
致
す
る
用
途
で
あ

る
か
な
ど
に
つ
い
て
は
、
市

が
審
査
を
行
う
。

問　

区
域
内
に
は
学
校
や
通

学
路
が
あ
る
が
、交
通
安
全
、

防
犯
な
ど
、
安
全
確
保
を
含

む
周
辺
整
備
は
。

答　

組
合
設
立
準
備
会
と
市

が
連
携
し
、
区
域
内
の
幹
線

道
路
や
区
画
道
路
の
幅
員
な

ど
に
つ
い
て
、
県
の
関
係
課

所
、
公
安
委
員
会
の
意
見
を

聴
き
な
が
ら
、
交
通
・
防
犯

上
の
安
全
を
確
保
で
き
る
よ

う
調
整
を
進
め
て
い
る
。

問　

近
隣
住
民
や
地
元
自
治

会
、
市
民
へ
の
情
報
開
示
が

必
要
だ
と
思
う
が
、
情
報
開

示
の
段
取
り
は
。

答　

各
行
政
手
続
き
で
は
、

計
画
案
の
縦
覧
を
行
う
と
と

も
に
、
縦
覧
期
間
中
の
住
民

の
方
々
の
意
見
を
取
り
入

れ
、
県
や
市
の
都
市
計
画
審

議
会
の
審
議
を
経
て
都
市
計

画
が
決
定
さ
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
事
業
を

円
滑
に
進
め
る
に
は
、
行
政

手
続
き
以
外
の
情
報
提
供
も

必
要
で
あ
る
た
め
、
組
合
設

立
準
備
会
に
て
事
業
計
画
案

が
で
き
た
段
階
、
具
体
的
に

は
来
年
度
の
６
月
頃
に
地
元

自
治
会
を
中
心
と
し
た
事
業

計
画
説
明
会
の
開
催
を
予
定

し
て
い
る
。

問　

災
害
時
に
物
資
を
防
災

協
定
締
結
企
業
か
ら
取
り
そ

ろ
え
る
が
、
ど
れ
く
ら
い
の

液
体
ミ
ル
ク
が
そ
ろ
う
の
か
。

答　

液
体
ミ
ル
ク
な
ど
の
食

料
を
優
先
的
に
取
り
そ
ろ
え
、

必
要
量
を
確
保
し
た
い
。

問　

家
庭
へ
の
備
蓄
啓
発
は
。

答　

平
常
時
か
ら
ロ
ー
リ
ン

グ
ス
ト
ッ
ク
で
の
準
備
が
重

要
で
、
防
災
訓
練
な
ど
を
通

じ
、
よ
り
一
層
働
き
か
け
た

い
。

問　

使
い
捨
て
哺
乳
瓶
も
含

め
た
今
後
の
対
応
は
。

答　

使
い
捨
て
哺
乳
瓶
は
備

蓄
済
で
、
液
体
ミ
ル
ク
は
今

後
も
防
災
協
定
締
結
企
業
か

ら
必
要
に
応
じ
入
手
し
た
い
。 　

�

災
害
時
に
お
け
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
運
用
に
つ
い
て

問　

情
報
発
信
の
体
制
は
。

答　

遠
隔
地
サ
ー
バ
ー
を
利

用
し
、庁
舎
外
の
パ
ソ
コ
ン

か
ら
も
発
信
可
能
と
し
て
い

る
。市
政
情
報
課
長
を
リ
ー

ダ
ー
と
す
る
担
当
者
５
人
、

非
常
時
の
配
備
で
は
９
人
が

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

な
ど
を
行
う
。

問　

ア
ク
セ
ス
集
中
対
策
は
。

答　

画
像
や
バ
ナ
ー
な
ど
高

負
荷
の
要
素
等
を
省
略
し
た

緊
急
用
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
切

り
替
え
て
読
み
込
み
や
反
応

の
遅
れ
を
軽
減
し
、
避
難
所

一
覧
、
気
象
庁
、
電
力
会
社
、

通
信
会
社
、
鉄
道
会
社
な
ど

へ
の
リ
ン
ク
を
低
負
荷
で
掲

載
す
る
。

　

風
し
ん
対
策
に
つ
い
て

問　

抗
体
検
査
対
象
人
数
と
、

ク
ー
ポ
ン
券
送
付
人
数
は
。

答　

対
象
人
数
は
７
千
86
人
、

ク
ー
ポ
ン
券
送
付
人
数
は

３
千
297
人
で
あ
る
。

問　

受
検
啓
発
の
取
り
組
み

は
。

答　

集
合
契
約
に
参
加
し
て

い
る
全
国
の
医
療
機
関
で
抗

体
検
査
や
予
防
接
種
が
可
能

で
、
土
日
開
業
の
医
療
機
関

も
あ
る
。
国
、
県
と
協
力
し

啓
発
し
て
い
く
。　

　

�

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
の
助
成
に
つ
い
て

問　

昨
年
の
学
級
閉
鎖
の
状

況
は
。

答　

小
学
校
で
延
べ
76
日
間
、

中
学
校
で
延
べ
12
日
間
で
あ

る
。　

問　

接
種
率
の
現
状
は
。

答　

昨
年
度
実
績
で
対
象
者

555
人
の
内
、
予
防
接
種
を
受

け
た
生
徒
は
321
人
、
接
種
率

は
57
．
８
％
で
あ
る
。

問　

対
象
を
拡
大
し
た
場
合

の
予
算
額
と
見
解
は
。

答　

約
350
万
円
増
と
な
る
。

受
験
時
期
に
配
慮
し
た
事
業

の
た
め
、
現
対
象
に
お
け
る

接
種
率
の
向
上
を
目
指
す
。

　

�

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
に
つ
い
て

問　

市
の
備
え
は
。

答　

県
と
合
同
の
対
策
訓
練

に
毎
年
参
加
し
、
非
常
時
に

備
え
る
。
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一
般
質
問
の
要
旨

自
治
会
加
入
率
低
下
対
策
に
つ
い

て

�

齋
藤
　
忠
芳

総
合
計
画
と
移
住
促
進
に
つ
い
て

�

松
尾
　
万
葉
香

より広い普及が必要な充電池等の回収ボックス

来年で期限を迎える第5次
日高市総合計画

問　

自
治
会
加
入
率
低
下
の

現
状
を
ど
う
把
握
す
る
の

か
。

答　

区
運
営
交
付
金
申
請
の

際
に
、
加
入
世
帯
数
の
報
告

を
受
け
て
各
自
治
会
へ
の
加

入
状
況
を
把
握
し
て
お
り
、

加
入
世
帯
の
総
数
を
住
民
登

録
世
帯
の
総
数
で
除
し
て
求

め
る
加
入
率
は
、
４
月
１
日

現
在
で
は
78
．
７
％
で
、
平

成
29
年
度
が
80
．
６
％
、
平

成
30
年
度
が
79
．
９
％
で
あ

り
、
加
入
率
は
低
下
傾
向
に

あ
る
。

問　

自
治
会
未
加
入
者
の
ご

み
集
積
所
の
利
用
は
。

答　

市
内
の
ご
み
集
積
所

は
、
利
用
者
の
合
意
形
成
を

も
と
に
、
自
治
会
で
設
置
・

維
持
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

未
加
入
者
の
ご
み
集
積
所
利

用
に
つ
い
て
、
詳
し
い
人
数

や
世
帯
数
の
把
握
は
し
て
い

な
い
が
、
年
間
を
通
じ
て
数

件
の
相
談
が
あ
る
。
こ
の
場

合
、
未
加
入
者
が
利
用
で
き

る
か
ど
う
か
は
、
自
治
会
で

判
断
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
集
積
所
の
維
持
管
理
費

の
納
入
や
掃
除
当
番
な
ど
を

条
件
に
利
用
を
認
め
て
い
る

自
治
会
も
あ
る
。

　

資
源
回
収
に
つ
い
て

問　

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

等
の
充
電
池
の
回
収
に
つ
い

て
の
現
状
は
。

答　

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電

池
等
の
小
型
充
電
式
電
池

は
、
軽
量
で
大
容
量
の
蓄
電

能
力
が
あ
り
、
繰
り
返
し
使

用
可
能
と
い
う
優
れ
た
特
性

を
持
っ
て
い
る
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
家
電
製
品
に
使
用
さ

れ
て
い
る
反
面
、
誤
っ
た
使

用
方
法
や
、
衝
撃
、
過
充
電

に
よ
り
発
火
す
る
事
例
が
あ

る
。
ま
た
、
廃
棄
物
を
処
理

す
る
過
程
で
混
入
し
た
充
電

池
が
発
火
し
、
処
理
施
設
へ

の
被
害
が
生
じ
る
事
象
も
起

き
て
い
る
。
市
で
は
、
こ
れ

ら
の
小
型
充
電
式
電
池
の
回

収
は
行
っ
て
い
な
い
の
で
、

電
器
店
の
店
頭
な
ど
に
設
置

の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
出
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
今
後
の
対

応
と
し
て
は
、
市
で
回
収
を

行
う
と
な
る
と
別
ル
ー
ト
で

収
集
・
処
理
を
行
う
こ
と
に

な
り
、
コ
ス
ト
面
の
問
題
も

あ
る
の
で
、
予
定
は
な
い
。

問　

充
電
池
等
の
甘
い
分
別

回
収
で
の
事
故
の
可
能
性

は
。

答　

仮
に
乾
電
池
の
回
収
に

混
入
し
た
場
合
で
も
、
混
入

率
が
極
め
て
低
く
、
密
閉
し

た
ド
ラ
ム
缶
で
の
保
管
・
運

搬
と
な
る
た
め
、
事
故
の
可

能
性
は
な
い
も
の
と
考
え
て

い
る
。

問　

来
年
で
期
限
を
迎
え
る

現
行
の
第
５
次
総
合
計
画

は
、
日
高
市
な
ら
で
は
の
戦

略
が
描
か
れ
て
い
な
い
。
少

子
高
齢
化
が
進
み
社
会
が
大

き
く
変
化
す
る
中
、
日
高
市

の
こ
れ
か
ら
の
10
年
を
決
定

す
る
第
６
次
総
合
計
画
は
、

こ
れ
ま
で
の
施
策
の
延
長
線

上
の
よ
う
な
計
画
で
は
な

く
、
日
高
市
の
生
き
残
り
を

か
け
て
練
り
上
げ
た
も
の
に

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答　

第
６
次
総
合
計
画
は
、

誰
が
見
て
も
日
高
市
の
特
徴

や
、
選
択
と
集
中
の
方
針
が

分
か
る
よ
う
に
策
定
し
、
目

標
達
成
に
向
け
た
戦
略
も
示

す
。

問　

人
口
対
策
に
つ
い
て

は
、
移
住
促
進
を
も
っ
と
重

視
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答　

次
期
の
戦
略
で
は
、
移

住
促
進
を
人
口
対
策
の
柱
に

記
載
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

問　

総
人
口
や
移
住
人
口
の

目
標
人
数
を
、
日
高
市
独
自

の
算
出
根
拠
と
と
も
に
示
す

べ
き
で
は
。

答　

記
載
で
き
る
よ
う
に
工

夫
す
る
。

問　

移
住
促
進
に
あ
た
っ
て

は
、
ど
う
い
う
人
を
呼
ぶ
の

か
具
体
的
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

想
定
し
、
彼
ら
に
響
く
日
高

市
で
し
か
で
き
な
い
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
示
す
必
要
が
あ

る
。
そ
し
て
、
ど
う
し
た
ら

日
高
市
が
移
住
し
た
い
ま
ち

に
な
る
の
か
、
ど
う
し
た
ら

移
住
し
て
も
ら
え
る
の
か
、

全
体
を
一
本
の
ス
ト
ー
リ
ー

と
し
て
語
れ
る
よ
う
な
戦
略

を
描
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
。

答　

次
期
計
画
で
は
、
目
標

達
成
に
向
け
た
ス
ト
ー
リ
ー

を
描
け
る
よ
う
検
討
す
る
。

問　

今
ま
さ
に
移
住
を
検
討

し
て
い
る
層
に
は
、
日
高
市

を
「
遠
足
の
聖
地
」
と
し
て

Ｐ
Ｒ
す
る
の
で
は
な
く
、
移

住
先
と
し
て
直
接
の
魅
力
を

伝
え
る
方
が
効
果
的
で
は
。

答　

研
究
す
る
。

問　

日
高
市
が
移
住
し
た
い

と
思
わ
れ
る
ま
ち
に
な
る
に

は
、
市
民
と
の
協
働
が
今
後

ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
の
で

は
。

答　

次
期
計
画
で
は
配
慮
す

る
。

問　

協
働
に
は
子
育
て
世
代

も
取
り
込
ん
で
い
く
べ
き
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
活
動

時
間
帯
や
託
児
の
配
慮
な
ど

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

よ
り
多
く
の
市
民
の
声

を
取
り
込
め
る
よ
う
、適
宜
、

職
員
が
対
話
の
場
に
出
向
い

て
い
く
よ
う
に
す
る
。
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一
般
質
問
の
要
旨

日
高
市
公
共
施
設
再
編
計
画
に
つ

い
て

�

金
子
　
博

市
内
の
詐
欺
被
害
に
つ
い
て

�

大
川
戸
　
岩
夫

太平洋セメント（株）埼玉工場

あなたのご家族は大丈夫ですか？

問　

公
共
施
設
に
関
す
る
再

編
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

答　

平
成
28
年
３
月
に
今
後

30
年
間
の
取
り
組
み
の
方
向

性
や
基
本
的
な
方
針
を
定
め

た
「
日
高
市
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
」
を
策
定
し
、

こ
の
計
画
に
基
づ
き
具
体
的

な
取
り
組
み
を
定
め
る
日
高

市
公
共
施
設
再
編
計
画
を
検

討
し
て
い
る
。
本
年
度
に
入

り
、
教
育
部
と
の
詳
細
調
整

を
行
い
、
こ
こ
で
市
内
６
地

区
の
地
区
別
公
共
施
設
再
建

計
画
案
を
取
り
ま
と
め
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

問　

高
萩
公
民
館
の
建
て
替

え
計
画
は
。

答　

令
和
３
年
度
か
ら
は
施

設
隣
接
型
の
小
中
一
貫
教
育

を
本
格
的
に
開
始
す
る
予
定

で
、
高
萩
小
・
中
学
校
の
校

舎
や
体
育
館
、
校
庭
な
ど
を

一
体
的
に
利
用
し
て
い
く
こ

と
が
可
能
と
な
る
。
そ
こ

で
、
高
萩
小
学
校
校
庭
の
東

寄
り
、
日
高
市
道
に
接
す
る

敷
地
設
定
に
お
い
て
高
萩
公

民
館
と
高
萩
出
張
所
の
複
合

施
設
の
整
備
を
目
指
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

問　

小
中
一
貫
教
育
の
説
明

会
を
終
え
、
今
後
の
方
向
性

は
。

答　

今
後
は
、
各
校
で
教
育

内
容
を
整
備
し
、
小
・
中
学

校
９
年
間
を
見
通
し
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
て
い

く
。
ま
た
、
小
中
一
貫
教
育

教
育
課
程
推
進
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
小
・
中
学
校
共
通

の
学
校
教
育
目
標
や
目
指
す

15
歳
像
を
設
定
し
て
い
く
。

　

�

日
高
市
の
ご
み
処
理
に
つ

い
て

問　

ご
み
を
減
ら
す
対
策

は
。

答　

平
成
24
年
度
に
「
ご
み

の
有
料
化
」
で
は
な
く
「
ご

み
の
減
量
」
を
強
力
に
推
進

す
る
方
針
を
示
し
、
集
団
資

源
回
収
奨
励
報
奨
金
の
単
価

引
き
上
げ
や
、
広
報
ひ
だ
か

へ
の
減
量
に
関
す
る
特
集
記

事
の
連
載
、
市
内
各
区
と
連

携
し
た
ご
み
減
量
の
呼
び
か

け
、
水
切
り
ネ
ッ
ト
と
雑
紙

専
用
回
収
袋
の
全
戸
配
布
を

行
っ
た
。

問　

将
来
的
な
ご
み
処
理
の

方
向
性
は
。

答　

委
託
先
で
あ
る
太
平
洋

セ
メ
ン
ト
と
「
日
高
市
の
可

燃
ご
み
処
理
に
関
す
る
協
定

書
」
を
締
結
し
て
お
り
、
今

後
数
十
年
は
施
設
の
健
全
性

を
維
持
で
き
る
こ
と
を
確
認

し
た
。
市
と
し
て
も
太
平
洋

セ
メ
ン
ト
埼
玉
工
場
で
の
可

燃
ご
み
処
理
を
継
続
し
て
い

く
方
針
に
変
化
は
な
い
。

問　

市
内
で
は
多
く
の
詐
欺

被
害
が
発
生
し
て
い
る
。
被

害
件
数
と
具
体
的
な
内
容

は
。

答　

本
年
８
月
末
現
在
、
市

内
で
は
14
件
発
生
し
て
い

る
。
内
容
は
、
息
子
や
金
融

機
関
の
職
員
を
名
乗
る
オ
レ

オ
レ
詐
欺
が
11
件
、
市
役
所

等
を
装
っ
た
還
付
金
詐
欺
が

３
件
で
、
被
害
者
は
、
男
女

別
で
女
性
13
人
、
男
性
１
人

と
な
っ
て
い
る
。
被
害
金
額

は
、約
２
千
730
万
円
で
あ
る
。

前
年
度
と
比
較
す
る
と
件
数

で
3.5
倍
、
金
額
で
3.2
倍
と
増

加
し
て
い
る
。

問　

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

対
応
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　

防
災
行
政
無
線
や
区
長

を
通
じ
た
回
覧
な
ど
で
注
意

喚
起
と
啓
発
に
努
め
て
い

る
。
併
せ
て
、
地
域
を
青
色

パ
ト
ロ
ー
ル
車
で
重
点
的
に

巡
回
し
、
注
意
喚
起
を
行
っ

て
い
る
。

問　

具
体
的
な
事
件
内
容
を

１
枚
綴
で
カ
ラ
ー
印
刷
し
、

広
報
ひ
だ
か
に
添
付
す
る
こ

と
も
被
害
抑
止
に
な
る
と
考

え
る
が
。

答　

詐
欺
被
害
が
急
増
し
て

お
り
、
今
ま
で
以
上
に
注
意

喚
起
が
必
要
と
考
え
、
９
月

１
日
に
緊
急
告
知
の
チ
ラ
シ

を
回
覧
し
た
。
今
後
も
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
情
報

提
供
や
啓
発
に
努
め
る
。

　

�

児
童
生
徒
へ
の
防
犯
対
策

に
つ
い
て　

問　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
犯
罪

等
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め

の
対
策
は
。

答　

埼
玉
県
教
育
委
員
会
か

ら
配
信
さ
れ
る
埼
玉
県
ネ
ッ

ト
ト
ラ
ブ
ル
注
意
報
を
児
童

生
徒
と
保
護
者
に
配
布
し
、

危
険
性
や
情
報
モ
ラ
ル
の
啓

発
を
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

ネ
ッ
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど

の
専
門
家
を
招
い
て
危
険
性

や
適
正
な
利
用
の
仕
方
な
ど

の
講
演
を
行
っ
て
い
る
。

　

�

通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ

い
て

問　

市
民
か
ら
障
害
物
等
が

通
学
路
に
あ
る
と
指
摘
を
受

け
た
場
合
、
関
係
機
関
と
ど

の
よ
う
な
連
携
を
図
っ
て
対

応
し
て
い
る
の
か
。

答　

児
童
生
徒
、
保
護
者
や

地
域
の
皆
様
か
ら
障
害
物
等

が
通
学
路
に
あ
っ
た
と
報
告

を
受
け
た
際
は
、
す
ぐ
現
場

に
行
き
、
状
況
を
確
認
し
た

上
で
、
関
係
各
課
と
連
携
し

て
対
応
を
し
て
い
る
。



NO.106 （14）日 高 市 議 会 だ よ り

一
般
質
問
の
要
旨

小
・
中
学
校
の
施
設
に
つ
い
て

�

佐
藤
　
真

高
齢
者
の
安
全
運
転
支
援
に
つ
い

て

�

鈴
木
　
健
夫

改修が必要なトイレ

高齢者ドライバー

問　

近
年
、
文
部
科
学
省
な

ど
か
ら
学
校
ト
イ
レ
改
善
の

た
め
の
提
言
が
な
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
避
難
所
と
し
て

の
機
能
を
考
え
る
と
、
高
齢

者
は
和
式
便
器
が
使
え
な
い

な
ど
の
問
題
も
あ
る
。
市
と

し
て
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

答　

学
校
現
場
か
ら
の
改
善

要
望
や
、
避
難
所
で
の
高
齢

者
の
使
用
を
考
え
る
と
、
ト

イ
レ
の
環
境
整
備
が
必
要
と

考
え
る
。
原
則
洋
式
化
し
て

い
く
。

問　

今
後
の
ト
イ
レ
改
修
計

画
は
、
ど
の
よ
う
に
進
め
る

の
か
。

答　

大
規
模
改
修
を
し
て
い

な
い
高
根
・
高
萩
北
・
武
蔵

台
中
学
校
は
、
ト
イ
レ
も
未

改
修
で
良
好
な
環
境
と
は
言

え
な
い
。
衛
生
的
で
快
適
な

学
習
環
境
確
保
の
た
め
に

も
、
優
先
的
に
取
り
組
む
課

題
と
認
識
し
て
い
る
。

問　

ま
ず
改
修
す
べ
き
箇
所

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

答　

未
改
修
の
３
中
学
校
が

優
先
さ
れ
る
べ
き
と
考
え

る
。
避
難
所
と
し
て
の
機
能

か
ら
、
学
校
の
低
層
階
か
ら

部
分
的
な
改
修
を
進
め
て
い

く
な
ど
、
段
階
的
に
整
備
す

る
こ
と
を
検
討
す
る
。

問　

多
く
の
人
の
避
難
所
に

な
る
と
想
定
さ
れ
る
学
校
体

育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
計

画
は
。

答　

学
校
体
育
館
は
避
難
所

と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
こ

と
か
ら
、
施
設
の
安
全
対
策

や
適
切
な
温
度
管
理
な
ど
良

好
な
生
活
環
境
の
確
保
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
エ

ア
コ
ン
の
設
置
予
定
は
な
い

が
、
大
空
間
の
効
率
的
な
空

調
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
先

進
事
例
を
研
究
す
る
な
ど
、

学
校
体
育
館
の
機
能
強
化
に

つ
い
て
総
合
的
に
勘
案
し
て

進
め
る
。

　
�

児
童
生
徒
の
相
談
体
制
の

充
実
に
つ
い
て

問　

子
ど
も
が
身
近
な
悩
み

事
を
相
談
で
き
る
環
境
づ
く

り
が
、
事
態
の
悪
化
や
問
題

行
動
を
防
ぐ
上
で
も
大
切
で

あ
る
こ
と
か
ら
相
談
に
関
わ

る
人
を
増
や
す
方
策
は
。

答　

今
年
度
は
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
が
１
人
増
員
さ

れ
た
が
、
引
き
続
き
専
門
職

の
配
置
を
県
教
育
委
員
会
に

要
望
す
る
。
ま
た
、
学
校
応

援
団
を
中
心
と
す
る
保
護
者

や
地
域
の
人
と
ゆ
る
や
か
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、
子

ど
も
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く

り
を
共
に
行
う
。

問　

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の

た
め
に
、
安
全
運
転
サ
ポ
ー

ト
車
を
普
及
さ
せ
る
取
り
組

み
は
。

答　

安
全
運
転
啓
発
チ
ラ
シ

を
配
布
し
、
ま
た
、
警
察
な

ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、

市
民
に
安
全
サ
ポ
ー
ト
車
を

体
験
す
る
機
会
を
増
や
す
。

問　

ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
時

の
急
加
速
を
防
ぐ
機
能
が
あ

る
後
付
け
の
「
ペ
ダ
ル
踏
み

間
違
い
時
加
速
抑
制
装
置
」

の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
購

入
支
援
策
は
。

答　

現
時
点
で
は
設
置
補
助

等
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

高
齢
者
の
移
動
手
段
と

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス

や
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
導
入
推
進
な
ど
、
地

域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
充
実
を
図
る
こ
と
に
つ
い

て
、
ど
う
考
え
る
か
。

答　

横
手
台
・
こ
ま
武
蔵
台

自
治
会
が
実
施
中
の
地
域
自

主
運
行
事
業
（
デ
マ
ン
ド
交

通
）
を
他
の
自
治
会
に
も
紹

介
す
る
ほ
か
、
川
越
市
や

鶴
ヶ
島
市
な
ど
の
近
隣
の
地

域
公
共
交
通
に
つ
い
て
研
究

を
す
る
。

　

�

高
齢
者
等
お
で
か
け
支
援

事
業
の
拡
充
に
つ
い
て

問　

対
象
年
齢
の
引
き
下
げ

を
ど
う
考
え
る
か
。

答　

現
時
点
で
は
認
知
機
能

検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
、
免

許
更
新
が
厳
し
く
な
る
75
歳

以
上
の
高
齢
者
を
対
象
と
す

る
こ
と
が
適
当
と
考
え
る
。

問　

免
許
の
自
主
返
納
者
へ

の
１
回
限
り
の
条
件
の
廃
止

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答　

制
度
は
免
許
自
主
返
納

に
対
す
る
報
償
的
な
も
の
で

条
件
廃
止
は
継
続
検
討
す
る
。

問　

免
許
返
納
時
の
事
務
手

続
き
の
簡
素
化
に
つ
い
て
は
。

答　

申
請
は
市
役
所
窓
口
と

各
出
張
所
で
受
け
付
け
、
郵

送
に
よ
る
申
請
も
で
き
る
。

問　

現
在
の
７
千
300
円
の
補

助
限
度
額
の
引
き
上
げ
は
検

討
し
て
い
る
か
。

答　

他
の
自
治
体
の
動
向
等

を
踏
ま
え
、
適
切
な
補
助
限

度
額
を
研
究
・
検
討
す
る
。

　

�

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ
ス
デ
ィ

ジ
ー
ズ
）
に
つ
い
て

問　

今
、
各
自
治
体
で
展
開

さ
れ
て
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
実

現
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答　

総
合
計
画
の
基
本
計
画

に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の「
経
済
」、「
社

会
」
及
び
「
環
境
」
の
三
つ

の
側
面
を
盛
り
込
み
、
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
社
会
の
実

現
に
つ
な
げ
、
関
係
団
体
と

協
働
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
周

知
と
関
係
施
策
の
推
進
を

図
っ
て
い
く
。



NO.106（15） 日 高 市 議 会 だ よ り

文

教

経

済

常
任
委
員
会

総

務

福

祉

常
任
委
員
会

全
員
協
議
会

会

期

日

程

○
９
月
９
日
㈪　

議
案
第
45
号
・

令
和
元
年
度
日
高
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
４
号
）、議
案
第
46
号
・

令
和
元
年
度
日
高
市
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）、
議
案
第
47
号･

令
和
元
年
度

日
高
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）、
議
案
第
51
号
・

日
高
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の

採
用
等
に
関
す
る
条
例
、
議
案
第

52
号
・
日
高
市
会
計
年
度
任
用
職

員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
、
議

案
第
55
号
・
日
高
市
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
及
び
職
員
等
の
旅

費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
、
議
案
第
56
号
・
日
高

市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
、
議
案
第
57
号
・
日
高
市

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
係
る
事

業
及
び
施
設
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
、
議
案
第
58
号
・
日
高
市
消
防

団
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
、
議
案
第
59
号
・
日
高
市
児
童

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
条
例
を
廃
止

○
９
月
10
日
㈫　

議
案
第
45
号
・

令
和
元
年
度
日
高
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
４
号
）、議
案
第
48
号
・

令
和
元
年
度
日
高
市
武
蔵
高
萩
駅

北
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）、
議
案
第

49
号
・
令
和
元
年
度
日
高
市
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）、

議
案
第
50
号
・
令
和
元
年
度
日
高

市
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）、
議
案
第
53
号
・
日
高

市
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条
例
、

議
案
第
54
号
・
日
高
市
印
鑑
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
審
査
し
ま
し
た
。

議

会

運

営

委

員

会

○
８
月
22
日
㈭　

９
月
定
例
会
の

会
期
及
び
議
会
の
運
営
等
に
関
す

る
調
査
を
し
ま
し
た
。

○
９
月
26
日
㈭　

追
加
議
案
に
関

す
る
調
査
を
し
ま
し
た
。

　

７
月
31
日
㈬　

次
の
事
項
に
つ

い
て
市
長
か
ら
協
議
・
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

協
議
事
項

○
日
高
市
公
共
施
設
再
編
計
画

（
高
萩
地
区
に
お
け
る
施
設
再
編
）

に
つ
い
て

報
告
事
項

○
平
成
31
年
春
巡
業
大
相
撲
日
高

場
所
の
事
業
報
告
に
つ
い
て

○
第
６
次
日
高
市
総
合
計
画
策
定

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

○
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
つ

い
て

○
太
陽
光
発
電
設
備
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
向
け
た
準
備
状
況
に

つ
い
て

○
日
高
市
森
林
環
境
譲
与
税
基
金

の
設
置
に
つ
い
て

○
印
鑑
登
録
証
明
書
に
お
け
る
旧

氏
の
記
載
に
つ
い
て

○
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に

つ
い
て

○
日
高
市
立
地
適
正
化
計
画
の
策

定
に
つ
い
て

　

８
月
22
日
㈭　

次
の
事
項
に
つ

い
て
市
長
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

報
告
事
項

○
日
高
市
総
合
防
災
訓
練
の
開
催

に
つ
い
て

○
防
災
行
政
無
線
の
整
備
工
事

（
デ
ジ
タ
ル
化
）
に
つ
い
て

○
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
㈱
に
よ
る
他

自
治
体
か
ら
の
可
燃
ご
み
の
受
け

入
れ
に
つ
い
て

○
空
家
等
対
策
の
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

　

第
５
回
定
例
会
は
、
次
の

日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

８�

月
29
日
㈭　

開
会
。
市
長

行
政
報
告
。会
期
の
決
定
。

議
案
７
件
の
提
案
説
明
・

監
査
委
員
の
決
算
審
査
報

告
。
議
案
16
件
の
提
案
説

明
。

８�

月
30
日
㈮
～
９
月
３
日
㈫

　

休
会
。

９�

月
４
日
㈬　

議
案
７
件
の

質
疑
・
決
算
特
別
委
員
会

設
置
・
委
員
会
付
託
。
議

案
16
件
の
質
疑
・
委
員
会

付
託
。

９�

月
５
日
㈭
～
11
日
㈬　

休

会
。

　

�（
休
会
中
に
決
算
特
別
委

員
会
、
総
務
福
祉
常
任
委

員
会
、
文
教
経
済
常
任
委

員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ

れ
た
議
案
を
審
査
）

９�

月
12
日
㈭　

一
般
質
問
。

９�

月
13
日
㈮　

一
般
質
問
。

９�

月
14
日
㈯
～
25
日
㈬　

休

会
。

　

�（
休
会
中
に
決
算
特
別
委

員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ

れ
た
議
案
を
審
査
）

９�

月
26
日
㈭　

議
案
23
件
の

委
員
長
報
告･

質
疑
・
討

論
・
採
決
。
決
議
案
２
件

の
提
案
説
明
・
質
疑
・
討

論
・
採
決
。
市
長
行
政
報

告
。
閉
会
。

す
る
条
例
、
議
案
第
60
号
・
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
審
査

し
ま
し
た
。



NO.106 （16）日 高 市 議 会 だ よ り

市議会からのお知らせ
行政視察の受け入れ・訪問

議会だよりに市ホームページ（市議会）のQRコードの掲載を始めました

【研修の様子】 【施設見学の様子】

　太平洋セメント株式会社埼玉工場での視察研修を受け入れました。工場長をはじめとする太平洋セメン
トの職員の方々と市環境課の職員が説明を行い、その後、実際に施設の見学等をされました。

●静岡県焼津市　埼玉県市議会議長会第二区議長会※による
行政視察に訪問しました！（R1.10.8 ～ 10.9）

～　議会改革と議会運営についての研修・ディスカバリーパーク焼津天文科学館の施設見学　～

●栃木県壬生町議会の皆様が行政視察にお越しになりました！（R1.10.24）
～　民間施設を活用した可燃ごみ処理について　～

※埼玉県市議会議長会第二区議長会とは、近隣11市の議長、副議長で構成する組織です。
今年度は、日高市の山田議長が会長、大澤副議長が副会長として、この会を統括しています。

　市民の皆さんが気軽にアクセスできるよう、第106号（令和元年12月1日号）からQRコードの掲載を
始めました。お持ちのスマートフォンやタブレット端末等の専用アプリでQRコードを読み取ると、市ホー
ムページ（市議会）にアクセスできます。市議会インターネット中継については市議会のページからご覧
いただけます。（17ページ参照）ぜひ視聴してみてください。



NO.106（17） 日 高 市 議 会 だ よ り

議会を傍聴しませんか？
（庁舎４階へお越しください）

　日高市議会の議場は、市役所の４階にあります。傍聴を希望される方は、４階の議会事務局で受付を
してから５階の傍聴席へお願いします。（傍聴席：写真上部の席）
　議員活動の状況や議会の様子を誰でも知れる良い機会なので、定例会（本会議）の際は、是非とも
お越しください。

　中継録画は本会議終了後、およそ 7日後（土曜日・日曜日・祝日を除く）
までに配信しています。
（日高市HPアドレス）　http://www.city.hidaka.lg.jp/　

市ホームページ（市議会）の QR コード→

市議会インターネット中継
（録画配信）

市議会では、本会議の映像を録画配信しています。
傍聴に来られない人でも、本会議の映像を市ホームページ（市議会）
からご覧いただけます！

日高市議会  議会中継

11月26日㈫
　�開会、市長行政報告、
議案の提案説明
　
12月  2日㈪
　�議案質疑、議案の委員
会付託等

12月  9日㈪
　一般質問

12月10日㈫
　一般質問

12月16日㈪
　�委員会の審査報告、質
疑、討論、採決等、閉会

※�日程は、変更される場
合があります。

12月定例会の日程



NO.106 （18）日 高 市 議 会 だ よ り

日
高
市
議
会
だ
よ
り
第
106
号
は
２
万
200
部
作
成
し
、一
部
当
た
り
の
単
価　
　
　
　

は
約
14
・
00
円
で
す
。

編
集
後
記

ゴーヤを使った料理教室（8.23　高麗川公民館） 第 25回おらがむらの相撲大会（8.31　野々宮神社）

第18回日高市音楽の集い（8.31　ひだかアリーナ）

第４回ひだか栗フェスティバル（9.21　巾着田）

令和元年度日高市総合防災訓練（9.1　市役所会場）

第 61回日高市小学校発明創意くふう展覧会
（10.5　ひだかアリーナ）

　

今
年
も
、
は
や
12
月
を
迎
え
、

２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
に
突
入
し
ま
し
た
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
５
月
に

「
令
和
」
と
い
う
新
し
い
時
代
へ

の
改
元
、
10
月
の
消
費
税
増
税
、

秋
に
は
ア
ジ
ア
で
初
開
催
と
な
っ

た
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日

本
大
会
が
あ
り
ま
し
た
。　

　

日
高
市
議
会
も
、
５
月
か
ら
新

し
い
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
よ
り
良

い
日
高
市
を
目
指
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
知
見
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
議
論

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
は
、
多
く
の
変
革
と

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
あ
っ
た
年
で
は
な

か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
も
日
本
の
あ
ち
こ

ち
で
自
然
災
害
の
多
い
年
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

日
高
市
で
も
９
月
の
集
中
豪
雨

や
10
月
の
台
風
19
号
な
ど
の
際
に

は
、
い
く
つ
も
の
被
害
が
あ
り
ま

し
た
。

　

近
年
は
、
日
本
全
国
で
想
定
外

と
言
わ
れ
る
自
然
災
害
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
も
、

日
頃
の
備
え
を
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
も

し
っ
か
り
議
論
し
、
仕
事
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。市
民
の
皆
様
に
は
、

ぜ
ひ
議
会
傍
聴
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
叱
咤
激
励
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議会フォトトピックス
市内の各事業を取材してきました！


